詩に 象徴 を 用ゐる こと、 必ら ずし も 近代の 創意に あ 

-さ る 

らず、 これ 或は 山岳と 共に 旧き ものなら む。 然れ ども 

こと さ ひょうぼう 

これ を 作詩の 中心とし 本義と して 故ら に 標榜す る処 

ある は、 蓋し 二十 年来の 仏蘭西 新 詩 を 以て 嚆矢 とす。 

近代の 仏 詩 は 高踏派の 名 篇に紘 て 発展の 極に 達し、 彫 

るこつ さんらん ほし いま ま 

心 鏤骨の 技巧 実に 燦爛の 美 を 恣 にす、 今 ここに 一 

転機 を 生ぜず むば あらざる なり。 マラルメ、 ヴェ ルレ 

ェヌの 名家 これに 観る 処 ありて、 清新の 機運 を 促成し、 

つ ひ 

終に 象徴 を唱 へ、 自由詩 形 を 説け り。 訳者 は 今の 日本 

詩壇に 対て、 専ら これに 則れと 云 ふ 者に あらず、 素 

むし 

性の 然ら しむる 処か、 訳者の 同情 は 寧ろ 高踏派の 上に 



する もの は 誰ぞ。 

欧洲の 評 壇 また 今 に 保守 の 論を唱 ふる 者 無き にあら 

ず。 仏蘭西の ブリュン チェル 等の 如き これな り。 訳者 

は 芸術に 対する 態度と 趣味と に 於て、 この 偏 想 家と 

頗る 説 を 異にし たれば、 その 云 ふ処に 一 々首肯す る 

せいぎょ 

能 は ざれ ど、 仏蘭西 詩壇 一 部の 極端 派 を 制馭す る 消極 

の 評論と して は、 稍 耳 を 傾く 可き もの 無しと せざる な 

リ。 而 して ヤス ナヤ. ポリ ャナ の老 伯が 近代 文明 呪詛 

の 声と して、 その 一 端 を かの 「芸術論」 に 露した るに 

至りて は、 全く 賛同の 意を呈 する 能 はざる なり。 トル 

きんぎょう お いへ ど 

ス トイ 伯の 人格 は 訳者の 欽仰 措かざる 者な りと 雖 も、 



その 人生観に 就て は、 根本に 於て 既に 訳者と 見 を 異に 

そ も そ 

す。 抑 も 伯が 芸術論 はかの 世界観の 一片に 過ぎず。 

ひょうしつ もと 

近代 新 声の 評 隙に 就て、 非常なる 見解の 相違 ある 素 

より 怪む 可き にあらず。 日本の 評 家 等が 僅に 「芸術論」 

ちゅうどく へ んせき 

の 一 部を抽 読して、 象徴派の 貶 斥に 一 大声 援を 得た 

る 如き 心地 ある は、 毫も 清新 体の 詩人に 打撃 を 与 ふる 

能 はざる のみ か、 却て 老 伯の 議論 を 誤解した る 者な 

リ と^ふ 可し。 人生観の 根本 問題に 於て、 伯と 説を異 

にしながら、 その 論理 上 必須の 結果た る 芸術 観の みに 

就て 賛意 を 表さむ と 試む る も 難い かな。 

象徴の 用 は、 これが 助を藉 りて 詩人の 観想に 類似し 



じゃく まく 

不動の 姿 夢 重く、 寂寞と して 眠りたり。 

唯 熟した る 麦の 田 は 黄金 海と 連なりて、 

かぎり も 波の 揺蕩 に、 眠る も 鈍と 嘲み が ほ、 

聖 なる 地の 安らけ き 児 等の 姿 を 見よ やとて、 

おそ はばか さか づき の 

畏れ 憚る けしき 無く、 日の 觴 を嚥み 干しぬ。 

わくら ば 

また、 邂逅に 吐息な す 心の 熱の 穂に 出で、、 

つ ぶ やき) ^ ゑ ひげな がか ひ 

囁 声の そこ はかと、 鬚 長 穎の 胸のう へ、 

覚めた る 波の 揺動 や、 うねり も 貴に おほどかに 

起きて また 伏す 行末 は沙 たち 迷 ふ 雲の はて。 



う ゑ しょうほう せっしょうごう 

聖 なる 飢は 正 法 の 永く つ y ける 殺生 業、 

ふかう み あま 

かげ 深海 も 光明の 天つ みそら もけ ぢめ なし。 

ふか ざめ ざん が い ゑ じき 

それ 人間 も、 鱔鮫 も、 残 害の 徒 も、 餌食 等 も、 

見よ、 死の 神の 前にして、 二つながらに 罪ぞ 無き 



象 ルコ ント • ドウ • リイ ル 

た ん ま / ま ん 

沙漠 は 丹の 色に して、 波漫々 たる わ だつ みの 

や うまい 

音 しづ まりて、 日に 燬 けて、 熟睡の 床に 伏す 如く、 

お ま つ... こ +6 

不動のう ねり、 大らかに、 ゆ くら ゆ くらに 伝ら む、 

人 住む あたり 銅 の 雲、 たち 籠む る眼路 のす ゑ。 

命 も 音 も 絶えて 無し。 餌に 飽きた る 唐獅子 も、 

ほらあな 

百 里の 遠き 洞窟の 奥に や 今 は 眠 るら む。 

ほとばし ちょうさ なかば 

また 岩清水 迸 る長沙 の央、 青葉 かげ、 



ひょう やし りん きリん 

豹 も 来て 飲む 椰子 森 は、 麒麟が 常の 水 かひ 場。 

は めぐ こくう むち 

大日 輪の 走せ 廻る 気重き 虚空 鞭う つて、 

はがき い つちよう 

羽搔の 音の 声高き 一 鳥 遂に 飛び も 来ず、 

うはば み まろね 

たまたま 見たり、 蟒 蛇の 夢 も 熱き か 円 寝して、 

とぐ ろの 綱 を 動せば、 鱗の 光 まば ゆきを。 

,1 天 霽れて、 そが 下に、 か、 る 炎の 野 は あれ ど、 

ものう つ せきりょう 

物鬱 として、 寂寥の き はみ を尽す をり しも あれ 

皺 だむ 象の 一 群よ、 太し き 脚の 練 歩に、 

お ま すな ま ら 

うまれの 里の 野 を 捨て、、 大沙原 を 横に 行く。 



き はみ をち くろす ぢ 

涯も 知らぬ 遠の すゑ、 黒線と ほく かすれ ゆけば、 

お ほすな はら かみ さ 

大沙原 は 今 さらに 不動の け は ひ、 神 寂び ぬ。 

みじろ * きうと たびう ど 

身 動迂き 旅人の 雲の はたて に 消 ゆる 時。 

ルコント. ドウ. リイ ルの 出づる や、 哲学に 基け る 

えんせい フランス たれぎ ぬ 

厭世観 は 仏蘭西の 詩文に 致死の 棺衣を 投げたり。 前人 

の 詩、 多く は 一 時の 感慨 を洩 し、 単純なる 悲哀の 想 を 

とどま 

鼓吹す るに 止り しか ど、 この 詩人に 至り、 始めて、 悲 

哀は 一 種の 系統 を樹 て、 芸術の 荘厳 を 帯ぶ。 評 家 久し 

く 彼 を 目す るに 高踏派の 盟主 を 以てす。 即ち 格調 定 

かならぬ ドウ-ミュッセ ェ、 ラマ ルティ ィヌの 後に 出 



で、 始て詩 神の 雲 髪を捉 みて、 これに 峻厳なる 詩 法の 

きんしつ 

金 櫛 を 加へ たるが 故 也。 彼 常に 「不感 無覚」 を 以て 称 

やや ヽ. ま 

せらる。 世人 輙も すれば、 この 語 を 誤解して 曰く、 高 

あまん 

踏 一派の 徒、 甘 じて 感情 を 犠牲と す。 これ 既に 芸術 

つ ひ 

の 第一義 を 没却した る ものな リ。 或は 恐る、 終に 述作 

無き に 至らむ をと。 あらず、 あらず、 この 暫々 濫用せ 

ら るる 「不感 無覚」 の 語義 を 芸文の 上より 解す る 時 は、 

単 に 近世 派 の 態度 を 示した るに 過ぎ ざ るな リ。 常に 宇 

宙の 深遠なる 悲愁、 神秘なる 歓楽 を覚 ゆる ものから、 

当代の 愚かしき 歌 物語が、 野卑 陳套の 曲 を 反復して、 

譬 へば 情痴の 涙に 重き 百 葉の 軽舟、 今、 芸苑の 河流 を 



閉塞す る を 敬せ ざるの み。 尋常 世態の 瑣事、 -奚 ぞょ 

く 高踏派の 詩人 を 動 さむ。 され どこれ を 倫理の 方面よ 

リ観 むか、 人生に 対する この 派の 態度、 これより 学ば 

むと する 教訓 はこの 一 言に 現 はる。 曰く 哀楽 は 感ず 可 

く、 歌 ふ 可し、 然も 人 は 斯多阿 学徒の 心 を 以て 忍ば ざ 

ひた ひっき 

る 可から ずと。 かの 額 付、 物 思 はしげ に、 長髪 わざと 

へ きえき 

らしき 詩人 等 もこの 語に は 辟易せ しも 多 かり。 されば 

この 人 は 芸文に 劃然たる 一 新機軸 を 出しし 者に して 同 

代の 何人よりも、 その 詩、 哲理に 富み、 譬喩の 趣 を 加 

ふ。 「力 イン」 「サタン」 の 詩 二つながら 人界の 災殃を 

ふ たいとうび 

賦し、 「ィ パテ イイ」 は 古代 衰亡の 頹唐 美、 「シ リル」 



は 新しき 信仰 を 歌へ り。 ユウ ゴォが 壮大なる 史 景を咏 

じて、 台閣の 風 ある 雄 健の 筆 を 振 ひ、 史乗 逸話の 上に 

叙情詩め いたる 豊麗 を 与へ たると 並びて、 ルコント- 

ドウ • リイ ルは、 伝説に、 史蹟に、 内部の 精神 を 求め 

ぬ。 かの 伝奇の 老大家 は 歴史の 上に 燦爛たる 紫雲 を曳 

き、 この 憂愁の 達人 は その実 体を闡 明す。 

ほうふ つ 

読者 の 眼 頭 に 彷彿と して 展開す る も の は 、 豪壮 悲惨な 

る 北欧 思想、 明 暢清朗 なる 希臘 田野の 夢、 または 銀 光 

の朧々 たる こと、 その 聖 十字架 を 思 はしむ る 基督教 法 

の 冥想、 特に 印度 大 幻夢 涅槃の 妙 説な りけ り。 



こくたん はて 

黒檀の 森 茂げ きこの 世の 涯の老 国より 来て、 彼 は 長久 

の 座 を 吾等の 傍 に 占めつ、 教 へて 曰く 『寂滅 為楽』。 

幾度と 無く 繰返した る大 智識の 教話 によりて、 悲哀 は 

分類 結晶して、 頗る 静 寧の 姿 を 得た る も、 なほ、 をり 

.， J ぅぜ ん 

ふし は 憤怒の 激発に 迅雷の 轟然た る を 聞く。 ここに 於 

つうば 

て か電火 ひらめき、 万雷 はためき、 人類に 対する 痛罵、 

あたか やくせん いは ゆる しょうへき 

宛 も 薬綫の 爆発す る 如く、 所謂 「不感 無覚」 の墙壁 

を はん 

を 破り 了 ぬ。 



皆 こ、 に 物 は 始まり、 皆 こ、 に 事 は 終らむ、 

う ぶ や そく 

産屋 洩る 初日 影より、 臨終の 燭の 火まで も、 

あまさ か ひな ふせや ももし き お ほみ やうち 

天 離る 鄙の 伏屋 も、 百 敷の 大宮内 も、 

しま ごん はえ あけ しゅ ほこ 

紫 摩 金の 栄を尽 して、 紅に 朱に 矜リ 飾る も、 

鈍色の 樫の つく リゃ、 楓の 木、 杉の 床に も。 

ひと おそれ 

独り、 かの 畏も悔 も 無く 眠る 人 こそ 善 けれ、 

みお やらの 生れし 床に、 みお やらの 失に し 床に、 

お ほど ► J 

物 古り し 親の ゅづ リの大 床に 足 を 延ばして。 



し ときつ かぜ 

船の 帆も撓 わりにけ りな、 時津 風、 

とほつ ぁリそ 

西の 世界の 不思議な る 遠 荒磯に。 

あ ) た 

ゆ ふべ ゆ ふべ は 壮大の 旦を 夢み、 

しらぬ 火 や、 熱帯 海の かぢ まくら、 

まぼろし 

こがね 幻 通 ふらむ。 また ある 時 は 

白妙の 帆船の 舳 さき、 た、 ずみ て、 

ふリ さけ 

振 放 みれば、 雲の 果、 見知らぬ 空 や、 

わ だつ み に ひぼし 

蒼海の 底よりの ぼる、 け ふ も 新星。 



夢 シ ユリ • プリ ユドン 

夢のう ちに、 農 人 曰く、 なが 糧 をみ づ から 作れ、 

ほ ま 

け ふより は、 なを 養 はじ、 土 を 墾り種 を 蒔け よと。 

はたお リ きぬ 

機 織 はわれに 語りぬ、 なが 衣 をみ づ から 織れと。 

t 石造 われに 語りぬ、 いざ 鏝 をみ づ から 執れと。 

かくて 孤り 人間の 群 やら はれて 解く に 由な き 

のろ ひ まと 

この 咒詛、 身に ひき 纏 ふ 苦し さに、 みそら 仰ぎて、 

いと 深き 憐愁 垂れさせ 給へ よと、 禱リ をろ がむ 



眼前、 ゆくての 途 のた、 V なか を 獅子 はふた ぎぬ。 

まなこ 

ほのぼのと あけ ゆく 光、 疑 ひて 眼 ひらけば、 

はし だて 

雄々 しかる 田つ くり 男、 梯 立に 口笛 鳴らし、 

はた もの ふみき たね 

繪 具の 蹋木 もと、 V ろ、 小山 田に 種ぞ 蒔きた る。 

さち し うつしよ 

世の 幸 を 今 はた 識 りぬ、 人の 住む この 現世に、 

はらから しの 

誰か また 思 ひあがりて、 同胞 を 凌ぎえ せむ や。 

其 日より 吾 はなべ て の 世の 人 を 愛し そめけ り。 



おきの たゆう 

信天翁 シャ ルル \ポ ドレ エル 



つれづれ なぐさめぐ さ ふなびと 

波路 遙 けき 徒然の 慰 草 と 船人 は、 

八重の潮路の 海鳥の 沖の 太夫 を生檎 りぬ、 

楫の 枕の よき 友よ 心 閑け き 飛鳥 かな、 

おきつ しほ ざゐ ふなばた つど 

津 潮騒す ベり ゆく 舷 近く むれ 集 ふ。 



こうはん しょうし き はみ 

た y 甲板に 据ゑ ぬればげ にや 笑止の 極なる。 

この 青雲の 帝王 も、 足 どり ふら、、 拙く も、 

あはれ、 真白き 双翼 は、 た、 徒らに 広 ごり て、 



くれがた きょく 

薄暮の 曲 シャ ルル. ボ ドレ エル 

みづ え ふ る 

時 こそ 今 は 水 枝 さす、 こぬれに 花の 顫 ふころ。 

花は薰 じて 追風に、 不断の 香の 炉に 似たり。 

匂 も 音 も 夕 空に、 とうとう たらり、 とうたら リ 

う くるめき 

ワルツの 舞の 哀れ さよ、 疲れ 倦みた る 眩暈よ。 

花は薰 じて 追風に、 不断の 香の 炉に 似たり。 

きず がく すがが き 

痍に 悩める 胸 もどき、 ヴィォ ロン 楽の 清搔 や、 

くるめき 

ワルツの 舞の 哀れ さよ、 疲れ 倦みた る 眩暈よ、 



神輿の 台 を さながらの 雲悲 みて 艷だ ちぬ。 

きず がく すがが き 

痍に 悩める 胸 もどき、 ヴィォ ロン 楽の 清搔 や、 

ねはん やさ ごころ 

闇の 涅槃に、 痛ましく 悩まされ たる 優 心。 

神輿の 台 を さながらの 雲悲 みて 艷だ ちぬ、 

お ぼ こご ちし ほぐ も 

日 や 落 入りて 溺るゝ は、 凝る ゆ ふべ の 血潮 雲。 

ねはん やさ ごころ 

闇の 涅槃に、 痛ましく 悩まされ たる 優 心、 

光の 過去の あとかた を尋 めて 集む る 憐れ さよ。 

日 や 落 入りて 溺るゝ は、 凝る ゆ ふべ の 血潮 雲、 

君が 名残の た ^ 在る は、 ひかり 輝く 聖体 盒。 



破鐘 シャ ルル \ポ ドレ エル 

ゐ ろり もと 

悲しく もまた あはれ なり、 冬の 夜の 地炉の 下に、 

燃え あがり、 燃え尽き にたる 柴の 火に 耳 傾けて、 

夜霧 だつ 闇夜の 空の 寺の 鐘、 き、 つ、 あれば、 

過ぎし 日の そこ はかと なき 物 思 ひや をら 浮びぬ。 

のどぶ と ふるがね 

喉 太の 古 鐘き けば、 その 身 こそうら やまし けれ。 

おい とし す こ まめ 

老 らくの 齢に もめげ ず、 健やかに、 忠なる 声の、 

い つ ぼん のん たへ お ほ 

何時もい つも、 梵音 妙に 深く して、 穏 どかなる は、 



陣営の 歩哨に たてる 老兵の 姿に 似たり。 

そ も、 われ は 心 破れぬ。 鬱憂 のす さび ごこち に、 

さむぞら よる 

寒空の 夜に 響け と、 いとせ めて、 鳴りよ そふと も、 

お ぼっか ね よわ ご ゑ ほそね 

覚束な、 音に こそた てれ、 弱 声の 細 音 も 哀れ、 

、„ ま は SA^ 

哀れなる 臨終の 声 は、 血の 波の 湖の 岸、 

かばね もと みじろぎ う 

小山な す 屍の 下に、 身 動 もえなら で 死す る、 

てお ひ つ ひ うめき 

棄 てられし 負傷の 兵の 息 絶 ゆる 終の 呻吟 か。 



人と 海 シャ ルル \ポ ドレ エル 

まま め 

こ、 ろ 自由なる 人間 は、 と はに 賞 づらむ 大海 を 

な だ お まなみ 

海 こそ 人の 鏡 なれ。 灘の 大波 はてしなく、 

水 や 天なる ゆらゆら は、 うつし 心の 姿に て、 

底 ひも 知らぬ 深海の 潮の 苦味 も 世と いづれ。 

されば ぞ人は 身 を 映す 鏡の 胸に 飛びん りて、 

まなこ むらぎ も 

眼に 抱き 腕に いだき、 また ある 時 は 村 肝の 

しほ ざゐ 

心 もと もに、 はためき て、 潮騒 高く 湧くなら む 



梟 シャ ルル \ポ ドレ エル 

くろば いち ゐ このした やみ 

黒 葉 水 松の木 下 闇に 

並んで とまる 梟 は 

昔の 神 をい きうつし、 

赤 眼 むきだし 思案 顔。 

体 も 崩さず、 ぢっ として、 

なに を 思 ひに 暮が たの 

傾く 日脚 推し こかす 



よくみ る ゆめ ポオ ル.ヴ エル レエ ヌ 

常によ く 見る 夢ながら、 奇 やし、 懐かし、 身に ぞ染 

ゝ i 。 

ひと ひと 

曾ても 知らぬ 女 なれ ど、 思 はれ、 思 ふかの 女よ。 

ことな 

夢見る 度の いつもい つも、 同じと 見れば、 異 りて、 

また 異ら ぬお も ひびと、 わが 心根 や 悟りて し。 

ひと 

わが 心根 を 悟りて しかの 女の 眼に 胸のう ち、 

ああ かの ひと ないしょう 

噫、 彼女に のみ 内証の 秘めた る事ぞ なか リ ける。 



蒼 ざめ 顔の わが 額、 しと y の 汗 を 拭 ひ 去り、 

すべ 

涼しくな さむ 術 ある は、 玉の 涙の かの ひとよ。 

あかげ 

栗色 髪の ひとなる か、 赤 髪の ひと か、 金髪 か、 

ま そね 

名 を だに 知らね、 唯 思 ふ 朗ら細 音のう まし 名 は、 

うつせみの 世 を疾く 去りし 昔の 人の 呼名 かと。 

まなざし たくみ ^ 

つくづく 見入る 眼 差 は、 匠が 彫りし 像の 眼 か、 

おち ゐ おんじょう すず 

澄みて、 離れて、 落 居た る 其 音声の 清し さに、 

無言の 声の 懐かしき 恋しき 節の 鳴り響く。 



落葉 かな。 

仏蘭西の 詩 は ユウ ゴォに 絵画の 色 を 帯び、 ルコント- 

ドウ • リイ ルに 彫塑の 形 を 具へ、 ヴ エル レエ ヌに 至り 

て 音楽の 声 を 伝へ、 而 して 又 更に 陰影の 句な つかしき 

を捉 へむ とす。 

訳者 



荒磯に こそ はっきに けれ。 「いざ、 こ、 に 

と > まらむ。 この 世の はてに 今ぞ 来し、 

いざ」 と、 いへば、 陰 雲 暗き めぢの あなた、 

てんがん にら 

いつも、 いつも、 天眼 ひしと 睨みたり。 

をのの 

おそれみ に 身 も 世 も あらず、 戦 きて、 

いっせい 

「隠せよ」 と 叫ぶ 一 声。 児 等 はた だ 

猛き親 を 口に 指 あて 眺めたり。 

沙漠の 地、 毛織の 幕に 住居す る 

後の世のう からのみ おや ャ バルに ぞ 

「このむ たに 幕 ひろげよ」 と 命ずれば、 

ひるが へ る 布の 高 壁め ぐらして 



山の ごと 厚くな りけ る。 ェ成リ て 

かべた て お ほき ど 

戸 を 固め、 壁 建 終り、 大城 戸に 

刻める 文字 を眺 むれば 「このうち に 

神 は ゆめ 入る 可から ず」 と、 ゑり にたり。 

せき でん 

さて 親 は 石 殿に 住 はせ たれ ど、 

憂愁の やつ れ姿ぞ い ぢ らしき。 

「お ほぢ 君、 眼 は 消えし や」 と、 チラの 問へば、 

「否、 そこに 今 もな ほ 在り」 と、 力 インい ふ。 

おくつ き 

「墳塋 に 寂しく 眠る 人 のノ J と 、 

地の 下に われ は 住 はむ。 何物 も 

われ を 見 じ、 吾 も 亦 何 を も 見 じ」 と。 



さて こ、 に坑を 穿てば 「よし」 とい ひて、 

た y ひとり 闇 穴 道に おりたちて、 

物陰の 座に うちかく る、 ひたお もて、 

地下の 戸 を、 はたと 閉づれ ば、 こ はいかに、 

てんがん おくつ き 

天眼な ほ も奥津 城に カイ ンを眺 む。 

ようひよ * つ 

ユウ ゴォの 趣味 は 典雅なら ず、 性情 奔放に して 狂 飈 

激浪の 如く なれ ど、 温藉静 冽の 気自 から その 詩 を 貫 

きたり。 対聯 比 照に 富み、 光彩陸離たる 形容の 文 辞 を 

畳 用して、 燦爛たる 一 家の 詩 風 を 作りぬ。 

訳者 



こうろ こうぜつ 

鉱炉の 紅 舌 さながらに、 

虐殺 せらる ゝ 婦女の 声、 

ごうごう おと 

遙 かに は 轟々 の 音と よもして、 

ふくし るいるい 

歩 毎に 伏 屍累々 たり。 

屈 でく > る 軒下 を 

出で くる 時 は 銃剣の 

鮮血 淋漓たる 兵が、 

血 紅に 染みし 指 を もて、 

壁に 十字 を 書 置く は、 

ひそ 

敵 潜める を 示すな り。 

鼓うた せず、 足 重く、 



た V 僧兵の 二十 人、 

えんちょう こくき 

円頂 の 黒 鬼に、 くひと めら る。 

真白の 十字 胸に つけ、 

靴 無き 足の 凜々 しさよ、 

血 染の腕 巻き あげて、 

大 十字架に て、 うちか、 る。 

惨 絶、 壮絶。 それと 一 斉射 撃に て、 

そうと * つ 

やがて は 掃蕩した りしが、 

冷然と して、 残忍に、 軍 は 倦みたり。 

やま 

皆 心中に 疾 しくて、 

とかくに 殺戮し たれ ども、 



しょうじゃ だつりゃく 

或 日 精舎 の 奪掠に 

負け じ 心 の 意気 張づ よく 

みあかし 

坤壇斤 J き 御燈に 

らんぎょう もの 

煙草つ けたる 乱行 者、 

うは ぞリ ひげ きお ひ 

上 反 鬚に 気負み せ、 

一 歩 も 譲らぬ 気象の われ も、 

た V 此 僧の 髪 白く 白く 

かみ さ かしこ 

神 寂び たるに 畏 みぬ。 

「打て」 と 士官 は 号令す。 



あつ 

誰 有て 動く 者 無し。 

僧 は 確に 聞きたら む も、 

そぶり かう がう 

さあらぬ 素 振 神々 しく、 

聖水大 盤 を 捧げて ふりむく。 

ら レは いな 力ば 

ミサ 礼拝 半に 達し、 

しそう 

司 僧む き 直る 祝福の 時、 

腕 は 伸べ て 鶴 翼の やう、 

しゅうみな 

衆 皆 一 歩 たじろき ぬ。 

P はすこし も ふる へ ずに 

信徒の 前に 立てる やう、 

よどみ わさん 

妙 音 澱な く、 和 讃を咏 じて、 



きみょう ちょうら い 

「帰 命 頂 礼」 の 歌、 常に 異ら ず、 



声 も ほ がら； 



「全能の 神、 爾等を 憐み給 ふご 



またもや、 一 声 あら、 か： 

「うて」 と 士官の 号令に 

進みいで たる 一 卒は 

隊中 有名の 卑怯者、 

じゅ-つと 

銃 執りな ほして 発砲す。 

あ を 

老僧、 色 は 蒼み しが、 

まなこ 

沈勇の 眼 明らかに、 



祈りつ V けぬ、 

「父と 子と」 

続いて 更に 一 発 は、 

ちまよ ひ 

狂気の さた か、 血迷 か、 

とかくに 業 は 了 りたり。 

僧は隻 腕、 壇に もたれ、 

明いた る 手に て 祝福し、 

黄金 盤 も 重たげ に、 

こくう おんしゃ しるし 

虚空に 恩赦の 印 を 切りて、 

おんじょう かすか 

音声 こそ は微 なれ、 



わすれなぐさ ウィルヘルム .ァ レント 

ながれの きしの ひと もとは、 

みそら のい ろの みづ あさぎ、 

なみ、 ことごとく、 くちづけし 

はた、 ことごとく、 わすれ ゆく。 



秋 オイゲン . クロ アサ ン 



け ふ つくづくと 眺 むれば、 

かなしみ いろくち 

悲 の 色 口に あり。 

たれ もつ らく は あたらぬ を 

なぜに 心の 悲 める。 

あきかぜ あ を こだち 

秋風 わたる 青木 立 

葉な み ふる ひて 地に しきぬ 

きみが 心の わかき 夢 



わかれ ヘリ ベルタ. フォン. ポ シン 

ゲル 

ふた リを 「時」 がさき しょ リ、 

昼 は 事な く うちすぎぬ。 

よろこび もな く悲 まず、 

はた たれ を かも 怨 むべき。 

され ど 夕闇お ちくれ て、 

星の 光の み ゆると き、 



花の をと め ハインリッヒ • ハイネ 

妙に 清ら の、 あ、、 わが 児よ、 

つくづく みれば、 そ y ろ、 あはれ、 

かしら や 撫で ゝ、 花の 身の 

いつまでも、 かくは 清ら なれと、 

いつまでも、 かくは 妙に あれと、 

いのら まし、 花の わがめ ぐし ご。 

ルビンスタイン のめ でた き 楽譜に 合せ て 、 ハ イネの 名 



せんぼう 

瞻望 ロバ アト • ブラウ 二 ング 

怕る、 か 死 を。 —— 喉 塞ぎ、 

さぎ リ 

おもわに 狭霧、 

みゆき し 

深雪 降り、 木枯 荒れて、 著る くな りぬ、 

すゑの 近 さも。 

よる み いづ あらし おそ ひ 

夜の 稜威 暴風の 襲来、 恐ろしき 

敵の 屯 に、 

現 身の 「大 iK 怖」 立てり。 しかす がに 

猛き人 は 行か ざらめ や も。 



それ、 旅 は 果て、 峯は 尽きて、 

障礙は 破れぬ、 

ほまれ むくい 

唯、 すゑの 誉 の 酬 えむ とせば、 

いくさ 

なほ ひと 戦。 

たたか ひ このみ 

戦 は 日ごろの 好、 いざさら ば、 

を まり ぶ れ 

終 の晴の 勝負せ む。 

まな ， J ゆ 

なまじ ひに 眼 ふたぎ て、 赦 るされ て、 

這 ひ 行く は 憂し、 

のこ リ ぁぢは 

否 残な く 味 ひて、 かれ も 人なる 

いにしへの 猛者た ちの やう、 

やおもて うまし よ さむさ くるしみ くらやみ 

矢 表に 立ち 楽 世の 寒冷、 苦痛、 暗黒の 



よろこ こ をどリ ひ 

悦び 勇み、 小 躍に 越 ゆるが まゝに 浸たり っゝ、 

そばた とこ うみ ひば リ 

さて 欹 つる 耳 もとの、 さ >れ の 床の 海 雲雀、 

にこげ しろた へ てん 

和 毛の 胸の 白妙に 囀ず る 声の あはれ なる。 



二 

かん ふ まこと 

この 教 こそ 神ながら 旧る き 真 の 道と 知れ。 

おきな ち ゑ こころみ 

翁び し 「地」 の 知りて 笑む 世の 試 ぞ かやうな る。 

ねうち 

愛 を 捧げて 晒 値 ある もの、 み を こそ 愛しな ば、 



ま つ 

愛は完 たき 益に して、 必らず や、 身の 利と ならむ 

おも！ fj- 、や 

思の 痛み、 苦み に 卑しき こゝろ 清めた る 

なれ 自ら を 地に 捧げ、 酬は 高き 天に 求めよ。 



春の 朝 ロバ アト • ブラウニング 



時 は 春、 

あした 

日 は 朝、 

朝 は 七 時、 

力た を か 

片 岡に 露み ちて、 

揚 雲雀な のりいで、 

かたつむ リ えだ は 

蝸牛 枝に 這 ひ、 

神、 そらに 知ろ しめす _ 

すべ て 世 は 事 も 無し。 



至上 善 ロバ アト-ブラウニング 

ふくろ ひととせ に ほひ 

蜜蜂の 囊 にみ てる 一 歳の 香 も、 花 も、 

かなやま 

宝玉の 底に 光れる 鉱山の 富 も、 不思議 も、 

阿古屋貝 映し 蔵せ る わ だつ みの 陰 も、 光 も、 

に ほひ 

香、 花、 陰、 光、 富、 不思議 及ぶべし や は、 

ぎょく まこと 

玉 よりも 輝く 真 、 

たま 

珠ょリ も 澄みた る 信義、 

あめつち まこと いち 

天地に こよな き 真、 澄み わたる 一 の 信義 は 

を と め) ，1 の 清き くちづけ。 



小曲 ダンテ. ゲブ リエル. ロセッ 

ティ 



小曲 は剎那 をと むる 銘文 、 また 譬 ふれば、 

過ぎに しも 過ぎせ ぬ 過ぎし ひと 時に、 劫の 「心」 の 

がんもん のリ え 

捧げた る 願文に こそ。 光り 句 ふ 法の 会の ため、 

さが かねごと 

祥も なき 預言の ため、 折からの け ぢめは あれ ど、 

いつ いつ せ おも ひ せち 

例 も 例 も堰き あへ ぬ 思 豊かに て 切に あらな む。 

ひ よる ゑ 

「日」 の 歌 は 象牙に け づリ、 「夜」 の 歌 は 黒檀に 彫り、 

かしら はな あこ や たま 

頭なる 華の かざし は 輝きて、 阿古 屋の珠 と、 



恋の 玉座 ダンテ. ゲブ リエル. ロセッ 

ティ 

さ だ 

心の よしと 定めた る 「力」 かずかず、 たぐへ みれば、 

まこと くち のぞみ まなこ そら あ ふ 

「真」 の 唇 はかし こみて 「望」 の 眼、 天 仰ぎ 

ほまれ つばさ おと だか うづみ び か こ あ ふ 

「誉」 は 翼、 音 高に 埋 火の 「過去」 煽ぎ ぬれば 

とぶ ひ ほのほ あかあか えんじょう 

飛火の 焰、 紅々 と 炎上の ひかり 忘却の 

い おどろ 力 と 力 

去な むと する を 驚 し、 飛び翔け る をぞ控 へたる。 

きぬぎ ぬ や はて 

また 後 朝に 巻き まきし 玉の 柔 手の 名残よ と、 

黄金く しげの ひとす ぢを 肩に 残し、 「若き 世」 や 



しで かざし いつ いつ 

「死 出」 の 挿 頭と、 例 も 例 も あえかの 花 を 編む 「命」。 

ぎょくざ あら 

「恋」 の 玉座 は、 さはいへ ど、 そこにし も 在 じ、 空 

遠 <、 

逢瀬、 別 の 辻 風の たち 迷 ふあたり、 離り たる 

とほ しじ ま つぼね おくふか 

夢 も 通 はぬ 遠つ ぐに、 無言の 局 奥深く、 

まこと まごころ 

設けられたり。 たと へそれ、 「真」 は 「恋」 の 真心 

つ と のぞ み かねごと ほまれ 

夙に 知る 可く、 「望」 こそ そ を 預言し、 「誉」 こそ 

を 

そが ためによ く、 「若き 世」 めぐし、 「命 I しと も。 



さぎ 

鷺の歌 エミイル. ヴ エル ハ アレン 

ほのぐらき 黄金 隠 沼、 

かう ほね 

骨 蓬の 白く さける に、 

静かなる 鷺の 羽風 は 

おもむろ 

徐 に 影 を 落しぬ。 

水の面に 影 は 漂 ひ、 

広 ごり て、 ころもに 似たり。 

あめ かよ ひぢ 

天なる や、 鳥の 通路、 



法の 夕 エミイル \ヴ エル ハ アレン 



夕日の 国 は 野 も 山 も、 その 「平安」 や 「寂寥」 の 

ねずみ けぬ の お ほ さ 

黝の 色の 毛布 もて 掩 へる 如く、 物 寂び ぬ。 

なべ ととの 

万物 凡て 整 ふり、 折りめ 正しく、 ぬめら かに、 

かたち ゑ かた ごと 

物の 象 も 筋め よく、 ビザ ン チン 絵の 式の 如。 

しぐれ むらさめ なかぞら やかず 

時雨 村雨、 中空 を 雨の 矢 数に つんざきぬ。 

こんじょう がらん ろう 

見よ、 一天 は 紺青の 伽藍の 廊の 色に して、 

せいざん 

今 こそ 時 は 西 山に 入日 頓く 夕まぐれ、 



ぼた A 力 

赤々 として 暮れ かゝ る 入日の 影 は 牡丹 花の 

眠れる 如くう つろ ひて、 河 添 馬 道 開けたり。 

あち 

噫、 冬枯 や、 法師め く かの 行列 を 見て あれば、 

たと しへ もな く 静かなる 夕 の 空に 一 一列、 

る リ みそら きんすな ご 

瑠璃の 御 空の 金砂 子、 星 輝け る 神前に 

進み 近づく 夕づ とめ、 ゆくて を 照らす 星辰 は 

壇に 捧 ぐる 御明の 大 燭台の^ i にして、 

さ を えん ぶ だ ごん 

火 こそみ え けれ、 其 棹の 閻浮 提金ぞ 隠れた る。 



水 かひば エミイル. ヴ エル ハ アレン 

おちく ぼ 

ほらあな めきし 落 窪の、 

夢 も 曇る か、 こもり 沼 は、 

腹し めすまで 浸りた る 

まだら 牡牛の 水 かひ 場。 

まき 

坂く だり ゆく 牧が むれ、 

牛 は 練り あし、 馬 は跑、 

時し も あれ や、 落日に 



うそぶ ほ あめう し 

嘯 き吼 ゆる 黄 牛よ。 

じゃく まく 

日の かぐろ ひの 寂寞 や、 

色 も、 に ほひ も、 日の かげ も 

こず «J ゆ ふば え 

梢 の しづく、 夕栄 も。 

もや かりほ ぎぬ 

靄 は 刈 穂の はふり 衣、 

夕闇と ざす 路 遠み、 

牛のう めき や、 断末魔。 



畏怖 エミイル. ヴ エル ハ アレン 

むい ぢ！ t れ 

北に 面へ る わが 畏怖の 原の 上に、 

おきな かぐら づき かく 

牧羊の 翁、 神楽 月、 角 を 吹く。 

ひつじごや 

物憂き 羊 小 舎の かどに、 すぐ だち て、 

まが つび 

災殃の ごと、 死の 羊 群 を 誘 ふ。 

きし 方の 悔を もて 築きた る 此小舎 は 

かぎり もな き、 わが 憂愁の 邦に 在りて、 

めぐ さがまず み 

ゆく 水の ながれ 薄荷 莢 蓮に お ほ はれ、 



火宅 エミイル \ヴ エル ハ アレン 

嗚呼、 爛 壊せる 黄金の 毒に 中り し 大都会、 

石 は 叫び 烟舞 ひの ぼり、 

まるやね すぐ だち せきちゅう 

驕慢の 円蓋よ、 塔よ、 直立の 石柱よ、 

虚空 は 震 ひ、 労役の たぎち 沸く を、 

好む や、 汝、 この 大度 怖 を、 叫喚 を、 

たびう ど 

あはれ 旅人、 

悲 みて 夢う つら 離り て 行く か、 濁世 を、 

っゝむ 火焰の 帯の 停車場。 



中空の 山け た、 まし 跳り 過ぐ る 火 輪の 響。 

はやがね おと 

なが 胸 を 焦す 早鐘、 陰々 と、 とよ もす 音 も、 

この 夕、 都会に 打ちぬ。 炎上の 焰、 赤々、 

ひのこ おもて 

千万の 火 粉の 光、 うちつけに 面 を 照らし、 

こわぐ ろ や ご ゑ 

声 黒き わめき、 さけび は、 妄執の 心の 矢 声。 

とくせい ねぢ 

満身す ベ て 瀆聖の 言葉に 捩れ、 

意志 あへ なく も 狂瀾に のまれ を はんぬ。 

*7 まこ また の 5 

実に 自ら を矜 りつ、、 将、 咀ひ ぬる、 あはれ、 人の 

世。 



時鐘 エミイル \ヴ エル ハ アレン 

や 力た よる レ ふ， R 

館 の 闇の 静かなる 夜に も なれば 訝 しゃ、 

かせ づゑ おと 

廊下の あなた、 かたこと、、 棹 杖のお と、 杖の 音、 

はしご こまた きざ おと 

「時」 の 階の あがりおり、 小股に 刻む 音な ひ は 

とけい しのびあし 

これ や 時鐘の 忍 足。 

がらす ふた うしろ しろめ おもて 

硝子の 蓋の 後に は、 白 鱲の面 飾な く、 

花形 模様 色褪めて、 時の 数字 もさら ぼひぬ。 

人の 気絶え し 渡 殿の 影 ほのぐらき 朧月よ、 



とけい 

これ や 時鐘の 眼の 光。 

しかけ おと 

うち 沈みた るね び 声に 機のお もり、 音 ひねて、 

つち やすり ね き はこ 

槌に 鱸 の 音 も かすれ、 言葉 悲しき 木の 函ょ、 

ほそみ かたこと 

細身の 秒の 指のお と、 片言 まじりお ぼっかな、 

とけい 

これ や 時鐘の 針の 声。 

かく はこ かし こげちゃ わく 

角なる 函 は樫づ くり、 焦 茶の 色の 框 はめて、 

ひつぎ 

冷たき 壁に 封 じたる 棺 のなかに 隠れす む 

ろうこ つ かず か おと は 

「時」 の 老骨、 きしきしと、 数嚙む 音の 歯ぎ しり や、 

とけ ヽ. 

これ ぞ 時鐘の 恐ろし さ。 



いろ あ を け 

影 薄れ ゆき、 色 蒼み、 絶えな むとして 消つべき か 

か あぶら-^ おぼろ さ 

壁に 掲 けたる 油 画に、 ある は朧に 色褪めし、 

わく おも^,' で 

框を はめた る 追憶の、 そこ はかと なく 留まれる 

づ さんすい 

人の 記憶の 図の 上に 心の 国の 山水 や、 

筆に ゑが ける 風景の 黒き 雪 かと 降り 積る。 

しめ 

夕暮 がた の蕭 やか さ。 あまりに 物の ねび たれば、 

おと いと き かせ 

沈める 音の 絃の 器に、 棹 を かけた る 思に て、 

むごん たど こ ひ ふた リ まなざし 

無言 を迪る 恋な かの 深き 一 一人の 眼 差 も、 

もうせん からくさ から よ ゆめごこち 

花 毛氈の 唐草に 絡みて 蹉るゝ 夢心地。 



銘文 アン リ. ドウ • レニエ 

こみち よつつじ 

夕まぐれ、 森の 小路の 四 辻に 

しょうよう 

夕まぐれ、 風の もなかの 逍遙に、 

かまど さいげつ う つか 

竈 の 灰 や、 歳月に 倦み 労れ 来て、 

定業 の わが 行末 もしら ま 弓、 

杖と 佇む。 

みち 

路の ゆくてに 「曰」 は 多し、 

今更ながら、 行きて むか。 



つきし ろ こもりぬ 

しろがねの、 月 代の 霜 さ ゆる 隠 沼 は 

たそがれに、 この 道の はてに 澱みて 

げ にこ、 は 「鬱 憂」 の 

鬼が 栖む 国。 

とね リこ まさご 

秦 皮の、 真砂、 いさごの、 森の 小路よ、 

微風 も 足音た てず、 

こず^ 

梢 ょリ 梢に わた リ、 

やまみ つ 

山 蜜の 色よ き 花 は 

こんじき すなご 

金色の 砂子の 光、 

おの づ から 曲れ る路は 



愛の 教 アン リ. ドウ • レニエ 

よる 

いづれ は 「夜」 に 入る 人の 

を さな 心 も 青春 も、 

今 はた 過ぎし け ふの 日 や、 

従容と して、 ひとりき く、 

ふゆ ひち リき 

「冬 蓽篥」 にさ きだちて、 

「秋」 に 響か ふ 「夏 笛」 を。 

げんぜ 

(現世に して は、 ひとつな り、 

物の あはれ も、 さい は ひも。) 



あ、、 聞け、 楽の やむ ひま を 

なが づき ひめ はづき ひめ 

「長月 姫」 と 「葉月 姫」、 

なが 「憂愁」 と 「歓楽」 と 

しめ 

語ら ふ 声の 蕭ゃ かさ。 

(熟しう みたる くだもの、 

つ はりて 枝ゃ撓 むらむ。) 

あはれ、 微風、 さや さやと 

い ぷ き こがらし 

伊吹の すゑ は 木枯を 

誘 ふと 知れば、 憂 かれ ども、 

こがらし 

け ふ 木枯も そよ 屈 も 

一つまい 

口 ふれあ ひて、 熟睡せ リ。 



花冠 アン リ. ドウ. レニエ 

みち うな だ 

途 のっかれに 項垂れて、 

もくぜん 

黙然たり や、 おもかげの 

おも ひ 

あら はれ 浮ぶ わが 「想」。 

命の 朝の かしま だち、 

せいろ 

世路に ほこる いき ほひ も、 

今、 たそがれのお とろへ を 

透し みすれば、 わな ゝ きて、 

そむ 

顔 背く るぞ、 あはれ なる。 



願の 泉 はとめた るか。 

あな 空手、 唇 乾き、 

とこし へ の渴に 苦め る 

ひ *s み たた 

いと 冷やき 笑を湛 へて、 

ゆびさせる 其 足 もとに、 

たま くづ は に 

玉の 屑、 埴土 のかた われ。 

つぎなる 汝 はいかに せし、 

こ は すさまじき 姿 かな。 

その かみの 臈 たき 風情、 

嫋 竹の、 あえかの なれ も、 



ぉぞ うたげ 

鈍な り や、 宴の く づれ、 

みだれ 髪、 肉お きたる み、 

か きぬ 

酒の 香に、 衣 もな よびて、 

蹈む足 も 酔 ひさ まだれ ぬ。 

^ P 、 

あな 忌々 し、 とく 去ね よ、 

さて、 また 次の なれが 面、 

みれば 麗容う つろ ひて、 

かなしみ そ 

悲 、 削ぎし やつれが ほ、 

指 組み 絞リ胸 隠す 

双の手 振の 怪しき は、 



ホセ • マリヤ • デ • ェ レディ ャは 金工の 如く アン リ - 

ドウ. レニ ェは織 人の 如し。 また、 譬喩 を 珠玉に 求め 

むか、 彼に は 青玉 黄玉の 光輝 あり、 これに は 乳 光柔き 

たんぱく せき 

蛋白 石の 影 を 浮べ、 色に 曇る を 見る 可し。 

訳者 



ゆく 末に 何の 導ぞ。 

呼ば はりて 過ぎ行く 夢 は 

去りぬ 神秘に。 

かて たにぎ 

いでたちの 旅路の 糧を手 握りて、 

あゆみ はや 

歩 もい と、 V 速 まさる 

愛の 一 念 まし ぐらに、 

急げ、 とく 行け、 

呼ば はりて、 過ぎ行く 夢 は、 

夢 は、 また 帰り 来な くに、 



進めよ、 走せ よ、 物陰に、 

おそれ しんえん 

畏 をな すか、 深淵に、 

あな、 急げ …… あ、 遅れたり。 

うまい 

はしけ やし 「命」 は 愛に 熟睡して、 

たく づぬ しろた だむ き 

栲 綱の 白 腕 になれ を 巻く。 

_ —— 瞻 遅れたり、 呼ば はりて 過ぎ行く 夢の 

いましめ も あだなり けりな。 

ゆきずりに、 夢 は 嘲る …… 

さるから に、 

むしろ 「命」 に 口 触れて 



これに 生ませよ、 芸術 を。 

無言 を禱 るかの 夢の 

むへん あこが 

教を きかで、 無辺なる 神に 憧る、 事な くば、 

たち かへ り、 色よ き 「命」 かき 抱き、 

なれが 剎那を 長久に せよ。 

死の 憂愁に 歓楽に 

霊妙 音 を 生ませな ば、 

な あと 

なが 亡き後に 残リゐ て、 

はた、 さ > めかむ、 はた、 なかむ、 

うれしの 森に、 春風 や 

若緑、 



伴奏 アルべ エル .サ マン 

しろがね はこやなぎ ぼだいず はん き 

白銀の 筐柳、 菩提樹 や、 榛の樹 や …… 

みづ おも おちば 

水の面に 月の 落葉よ …… 

夕 の 風に 櫛け づる 丈長 髪の 匂 ふごと、 

よ かをり みづ うみ 

夏の 夜の 薫な つかし、 かげ 黒き 湖 の 上、 

か を あはう み 

水 薫る 淡 海 ひらけ 鏡な す 波の か > やき。 

楫の A 曰もう つらう つらに 



かぞ へうた 

賦 ジ アン. モレアス 



め こうそうび 

色に 賞で にし 紅 薔薇、 日に けに 花 は 散り はて、、 

はねず いろ わか だち とき 

唐棣 花色よ き 若 立 も、 季 ことごと くしめ あへ ず、 

たま くら ひかず へ 

そよ そよ風の 手枕に、 はや 日数 経し け ふの 日 や、 

つれな き 北の 木枯 に、 河 氷るべき ながめ かな。 



噫、 歓楽よ、 今 さらに、 なじ か は、 せめて 争 はむ、 

をた けび たぐ ひ を こ 

知らず や、 かゝ る雄誥 の、 世に 類 無く 烏滸 なる を、 

ゆ ゑ だ もなくて、 徒 に痴れ たる 思、 去り も あへ ず、 



きん を あん む やく 

「悲哀」 の 琴の 糸の 緒 を、 ゆし 按ずる ぞ 無益なる。 

よろこび うたげ 

ゆめ、 な 語り そ、 人の 世 は 悦 お ほき 宴ぞ と。 

そ は 愚かしき あだ 心、 はたや 卑しき 癡れ ごこち。 

うつしよ かぎ リ くがい 

ことに 歎くな、 現世 を涯も 知らぬ 苦界よ と。 

よう ゆう はやりぎ 

益 無き 勇の 逸 気 は、 た、 V いち 早く 悔い ぬらむ。 

はる ひ よしあし ごと 

春 日 霞みて、 葦 蘆の さ、 V めくが 如、 笑み わたれ。 

いそ はま 

磯 浜 かけて 風 騒ぎ 波お とな ふが ごと、 泣けよ。 



ぶべ つ ひぼう お ほ まが ごと せまり 

あはれ 侮蔑 や、 誹謗 を や、 大凶 事の 迫害 を や。 

くご がく 

た >、 詩の 神の 箜篌の 上、 指 を ふるれば、 わが 楽の 

れいみ ようおん 

日毎に 清く 澄み わたり、 霊妙 音 の 鳴る が 楽し さ。 

長雨 空の 喪 過ぎて、 さす や 忽ち 薄日 影、 

力む リ はなば 

冠 の 花 葉 ふりおとす 栗の 林の 枝の 上に、 

水のお もてに、 遅 花の 花壇の 上に、 わが 眼に も、 

ひあし 

照り 添 ふ 匂な つかしき 秋の 日脚の 白みた る。 



日よ 何の 意ぞ、 夏 花の こぼれて 散る も惜 から じ、 

とど らくよう か 

はた 禁 めえ じ、 落葉の 風の まに まに 吹き 交 ふ も。 

水 や 曇れ、 空 も 鈍び よ、 た、 V 悲の われに 在らば、 

おも ひ やう 

想 はこれ に 養 はれ、 心 はために 勇 をえ む。 

そうかい そら あはれ 

われ は 夢む、 滄 海の 天の 色、 哀 深き 入日の 影 を、 

わ だつ みの 灘は 荒れて、 風 を 痛み、 甚 振る 波 を、 

あ ま いは あな かぐ かに 

また 思 ふ 釣船の 海人の 子 を、 巌 穴に 隠ろ ふ 蟹 を、 

青 眼の ネア イラ を、 グラウ コス、 プロ ォ ティ ウス を 



又 思 ふ、 路の辺 を あさ リ ゆく 物 乞の 漂浪 人 を、 

す いこ しづ おきな 

栖み 慣れし 軒端が もとに、 休 ひ ゐる賤 が 翁 を 

おの え たにぎ そま たくみ 

斧の 柄 を 手 握り もちて、 肩 か、 V む杣の ェ を、 

なる かみ さやぎ むらぎ も きず 

げに思 ひ いづ、 鳴 神の 都の 騒擾、 村 肝の 心の 痍を 

この 一 切の 無益なる 世の 煩累 を振リ すて、、 

もの 恐ろしく 汚れた る 都の 憂 あとに して、 

終に 分け入る 森 蔭の 清し き 宿 求めえ なば、 



みだれ 姿の 影 黒み 蹙 める 空 を 翔り ゆかむ、 

あ あ はせ づ かひ 

嗚咽、 大空の 馳使、 添 は > や、 なれに わが 心、 

心 は汝に 通へ ども、 世の 人た えて 汲む 者 もな し。 



といき 

嗟嘆 ス テフ アンヌ • マラルメ 

いもと おも ひ 

静かなる わが 妹、 君 見れば、 想す V ろぐ。 

くちばいろ おそ あき ひた ひ 

朽葉 色に 晩秋の 夢 深き 君が 額 に、 

てんにん ひとみ 

天人の 瞳な す 空色の 君が まなこに、 

こけ ふ はなぞの 

憧るゝ わが 胸 は、 苔 古り し 花苑の 奥、 

あは じろ ふきあげ 

淡白き 吹 上の 水の ごと、 空へ 走りぬ。 

しぐれ づき 

その 空 は 時雨 月、 清ら なる 色に 曇りて、 

時節の き はみ なき 鬱憂は 池に 映ろ ひ 



故国 テオドル • ォォ バネル 



小鳥で さへ も 巣 は 恋し、 

まして 青空、 わが国よ、 

うまれの 里の 波 羅葦增 雲 _ 



>7 う ひ きょうそ 

南欧の 地 を 風靡した る フエ リイ ブル 詩 社の 翹楚 なり。 

「故国」 の 訳に 波 羅葦増 雲と ある は、 文禄慶 長年 間、 

葡萄牙 語より 転じて 一 時、 わが 日本語 化した る 基督教 

いは ゆる 

法に 所謂 天国の 意な り。 

訳者 



すずかけ 

案 透 ガブ リエ レ • ダン ヌ ンチォ 



しらなみ しほ ざゐ 

白波の、 潮騒のお きつ 貝な す 



あ をみ どリ たに 

青 緑 しけれる 谿を 

まさかりの 真昼 ぞ 知す。 

われ は 昔の 野 山の 精 を 

まなびて、 こ、 に 宿から む、 

T9T9 力 UU 

ぁゝ、 神 寂び し篠懸 よ、 

なれが に ほひの 濡 髪に。 



海 光 ガブ リ エレ • ダンヌ ンチォ 

こ ら まさか：：：' 

児 等よ、 今 昼 は 真 盛、 日 こ、 もとに 照らしぬ。 

じゃく まく だいかい らいはい 

寂寞 大海の 礼拝して、 

あまつ ひ こう 

天津 日に 捧 ぐる 香 は、 

きょ ラ しほ 

浄ま はる 潮 のに ほひ、 

とどろ なご リ ゆる いはね なび 

轟く 波 凝、 動がぬ 岩根、 靡く 藻よ。 

くろがね へさき 

黒金の 船の 舳 先よ、 

みさきた いしゃい ろ ふみとどま 

岬 代赭色に、 獅子の 蹈留れ る 如く、 

足 を 延べた る こ、、 入海の ひたお もて、 

うち ひさす 都の まち は、 



底本： 「海潮音 上田 敏訳 詩集」 新潮 文庫、 新潮 社 

1952 (昭和^) 年：： 月 S 日 初版 発行 

1968 (昭和^) 年 ー 月！； 2 日^ 刷 改版 

1977 (昭和お) 年 6 月^日お 刷 

※冒頭の 献辞を 「遙に 此書を 満洲なる 森鷗外 氏に 献ず」 

としてい る 異本が 多い が、 底本の ままと しました。 

入力 ： 山 口 美 佐 

校正 ： Juki 

1999 年 7 月 1 日 公開 

2 oil 年 ー 月 U 日 修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 



この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



